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1961（昭和36）年に建設された利水専用の旧瑞慶山ダムが、国と沖縄県企業局
の共同事業として利水と治水の両目的を兼ねた多目的ダムに再開発され、1996
（平成８）年４月、倉敷ダムとして生まれ変わりました。沖縄本島は年平均降水量が
約2,000mmと雨が多いことが特徴ですが、台風が襲来する夏期や梅雨時に降
雨が偏っているため、洪水や渇水の被害を受けやすくなっています。倉敷ダムは、
そのような洪水による被害を防除し、水道水の安定供給を図り、水と人の暮らしの
調和を図っています。
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令和5年度

参考資料:沖縄県企業局概要2024

日平圴
取水量
454.1千㎥

国管理ダム
385.4千㎥
84.9％

ダム合計
415.9千㎥
91.6％

地下水8.4千㎥ 1.9% 海淡水（本島）9.5千㎥ 2.1%

離島4.4千㎥ 1.0%

局管理ダム10.2千㎥
2.2%

倉敷ダム
20.3千㎥
4.5%

河川水15.9千㎥
3.5%





参考資料：東京都水道局令和３年度
　　　　　一般家庭水使用目的別実態調査

洗濯
16％

せん  たく

炊事
15％

トイレ
20％

風呂
43％

すい　じ

洗面・その他 6％

　家庭でもいろいろなことに水を使っています。特にたくさんの水を使うのは、
風呂・シャワーです。２番目はトイレ、３番目は洗濯となっており、この３つ
で全体のほぼ８割の水を使っています。

せん  たく






